
 

  

一関市立川崎中学校 学校だより 

令和７年６月 23日 第 12号 

文責 校長 齋藤 真 

 

  

６月１８日（水）に、中総体の報告会が行われました。各部から、今大会にどのような思いで臨んだのか、そして結果はど

うであったのかが報告されました。誇らしく話す選手、悔しさを胸にそれでも堂々と話す選手、様々でした。各部から報告が

あった後、生徒会長の小野寺雅さんから次のような話がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月２１日（土）早朝から、ＰＴＡ環境整備作業の草刈りに、３０名以上のＰＴＡの方々がご協力いただきました。生徒も

参加してくれたことには、とても嬉しく、誇らしく思ったところでした。１時間の作業で、見る見る綺麗に整備されていく様

子に、ＰＴＡの皆さんの力の大き 

さを感じました。お陰様で、子ど 

もたちは整った環境の中で学校生 

活を送ることができます。献身的 

なご協力に感謝いたします。本当 

にありがとうございました。 

地区中総体 各種競技入賞の結果 

〇 ソフトボール部 第１位 

〇 男子バドミントン部 団体 第２位 、 個人 ダブルス 小野寺 力・三浦 颯馬 第３位 

                             小野寺 爽馬・小山 翔 第３位 

〇 女子バドミントン部 団体 第３位 、 個人 ダブルス 伊藤 萌杏・小野寺 花 第１位 

〇 女子バレーボール（クラブチーム） BLASE一関 第２位 

 運動部の皆さん、中総体お疲れさまでした。目標を達成できた部、できなかった部、それぞれとは思いますが、

どの部も出せる力を十分発揮できたのではないでしょうか。 

 野球部は序盤で相手に点を取られ、更に雨も降っているという苦しい状況でしたが、それでも諦めず、着実に点

を重ね、最後まで自分たちのプレーを貫き通すことができていたと思います。 

 ソフトボール部は、地区中総体の勝敗に関係なく県大会出場が決まっていたにもかかわらず、勝利を目指し、日々

の練習で培ってきた守備力を存分に生かすことができていました。 

 男子バドミントン部は、団体戦・個人戦共に、チーム内での声掛けや仲間が試合している際の応援を大切にし、

最後まで粘り強く勝利を目指し続けていました。 

 女子バドミントン部は、ひとつひとつの試合に真剣に取り組むのはもちろん、試合の合間の仲間とのコミュニケ

ーションを欠かさず、自分の試合が終わるとすぐに仲間の応援に駆け付け、全力で頑張っていました。 

 ３年生にとっては、最後の中総体。試合なので勝敗はつきましたが、きっと勝敗以上に大切なものが得ることが

できた大会だったのではないでしょうか。これからもまだ県大会や試合のある部もあります。仲間との時間を大切

にして活動に取り組んでください。２日間の中総体、本当にお疲れさまでした。 

 


